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り
ま
せ
～
ん
」
と
ア
ピ
ー
ル
す

る
家
族
。
機
関
紙
協
会
沖
縄
共

同
取
材
に
参
加
し
、
家
族
に
話

を
伺
っ
た
▼
２
０
０
４
年
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
反
対
の
た
た
か
い
の

時
、「
海
に
出
て
抗
議
活
動
は
で

き
な
い
け
れ
ど
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
は
じ

め
た
行
動
。
大
雨
や
台
風
以
外

は
毎
週
土
曜
日
に
「
ピ
ー
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
」
と
し
て
12
年
間
継

続
し
て
い
る
▼
大
学
生
の
息
子

さ
ん
は
毎
週
、
那
覇
か
ら
ピ
ー

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
た
め
に
帰
っ

て
き
て
参
加
。
は
じ
め
た
時
は

２
歳
だ
っ
た
双
子
の
娘
さ
ん
は

４
月
か
ら
は
高
校
生
、
元
気
な

声
で「
基
地
は
い
り
ま
せ
～
ん
」

と
ア
ピ
ー
ル
▼
取
材
し
た
日
が

中
学
校
の
卒
業
式
当
日
。「
今
日

の
卒
業
祝
は
？
」と
聞
く
と「
今

日
は
こ
れ
が
あ
る
か
ら
お
祝
い

は
明
日
で
す
ね
」
と
笑
い
な
が

ら
キ
ャ
ン
ド
ル
を
か
か
げ
る
お

母
さ
ん
。「
毎
週
土
曜
日
に
こ

れ
を
し
て
る
か
ら
、
泊
り
が
け

で
ど
こ
か
に
行
っ
た
こ
と
な
い

で
す
よ
」
と
言
い
な
が
ら
、「
早

く
終
わ
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け

ど
、
新
基
地
を
断
念
さ
せ
る
ま

で
続
け
る
」
と
き
っ
ぱ
り
▼
ゲ

ー
ト
前
抗
議
行
動
に
参
加
で
き

な
く
て
も
、「
基
地
は
い
ら
な

い
」
の
思
い
を
地
道
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
姿
に
「
勝
つ
方
法
は
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
」
を
あ
ら
た

め
て
胸
に
刻
ん
だ
。（
Ｍ
・
Ｙ
）

　

土
曜
日
の

夕
方
30
分

間
、
キ
ャ
ン

プ
シ
ュ
ワ
ブ

ゲ
ー
ト
前
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
手
作
り

キ
ャ
ン
ド
ル

を
か
か
げ
、

メ
ガ
ホ
ン
で

「
基
地
は
い

TUBUYAKI

主
な
日
程

４月９日　ほんものの「働き方改革」の実現めざす市民集会

� （13：30ラボールホール）

４月15日　最賃宣伝行動（17：30三条河原町）

４月16日　共謀罪の制定を阻止する市民集会in京都

� （弁護士会主催　13：30円山音楽堂）

４月19日　争議支援宣伝（18：00四条烏丸）

４月19日　戦争法廃止！街頭演説・デモ

� （18：30京都市役所前）

最
後
は
労
働
者
同
士
の
結
び
つ

き
と
信
頼
で
京
建
労
に
加
入
し

て
い
ま
す
。

　

公
務
員
リ
ス
ト
ラ
と
た
た
か

う
府
職
労
連
は
、
３
月
に
20
年

ぶ
り
の
増
勢
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
職
場
活
動
を
重
視
し
、
交

渉
報
告
も
丁
寧
に
行
う
中
で
、

組
合
へ
の
信
頼
が
高
ま
り
、
４

月
か
ら
の
雇
用
継
続
の
相
談
を

き
っ
か
け
に
臨
時
職
員
、
嘱
託

職
員
の
加
入
が
進
む
な
ど
の
経

験
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
場
の
改
善
を
進
め
よ

う
と
取
り
組
み
を
強
め
る
福
祉

保
育
労
で
は
、
新
た
に
２
つ
の

分
会
を
結
成
。「
職
場
の
パ
ワ

ハ
ラ
を
な
く
し
た
い
」「
利
用

者
に
対
す
る
虐
待
を
な
く
し
た

い
」な
ど
、相
談
を
き
っ
か
け
に

相
談
者
が
組
合
員
を
増
や
し
て

分
会
結
成
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
で
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
組
合
員
が
勇
気

を
出
し
、
声
を
か
け
る
こ
と
で

拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で

賃
金
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
建

設
労
働
者
。
京
建
労
は
、
日
常

的
に
組
合
員
か
ら
持
ち
込
ま
れ

る
相
談
に
の
り
な
が
ら
、「
組

合
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」

の
確
信
を
組
合
員
に
広
げ
、
組

合
員
か
ら
の
紹
介
を
軸
に
拡
大

運
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。
最
初

加
入
を
渋
っ
て
い
た
人
で
も
、

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
要
求
実

現
に
と
っ
て
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

組
合
員
の
紹
介
で
、
労

働
相
談
を
き
っ
か
け
に

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
軒
並
み
最

高
益
を
記
録
す
る
一
方
で
、
現

場
の
労
働
者
は
依
然
と
し
て
低

と
も
に
、
組
合
員
を
大
き
く
増

や
し
て
交
渉
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
抜
き
に
、
顕
著
な
前
進
を

勝
ち
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

労
働
組
合
に
入
っ
て
い
る
人

が
２
割
を
切
る
中
、
私
た
ち
の

ま
わ
り
に
は
多
く
の
労
働
組
合

に
入
っ
て
い
な
い
人
（
未
組
織

労
働
者
）
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
京
都
で
は
４

割
を
超
え
る
非
正
規
労
働
者
は

ほ
と
ん
ど
が
未
組
織
で
あ
り
、

劣
悪
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
も

と
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

　

労
働
組
合
組
織
率
が
年
々
低

下
し
、
17
・
３
％
に
な
っ
て
い

ま
す
。
京
都
総
評
も
こ
こ
数

年
、
組
合
員
を
減
ら
し
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
減
少
は
、
労
働
組

合
の
社
会
的
な
影
響
力
を
低
下

さ
せ
、
職
場
で
の
交
渉
力
の
低

下
を
招
き
ま
す
。
大
幅
賃
上
げ

や
労
働
条
件
改
善
は
、
職
場
で

の
た
た
か
い
を
一
層
強
め
る
と

こ
と
が
、
正

規
労
働
者
の

賃
金
・
労
働

条
件
が
改
善

さ
れ
に
く
い

要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い

ま
す
。
春
闘

期
に
新
規
採

用
者
の
拡
大

と
と
も
に
、

非
正
規
労
働

者
の
組
織
化

す
。
労
働
者
の
労
働
組
合
に
対

す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
職
場
で
、
現
場
で
大
い
に

ま
わ
り
の
労
働
者
に
「
労
働
組

合
に
入
ろ
う
」
と
声
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

　

同
時
に
こ
の
間
、
発
覚
し
た

森
友
学
園
へ
の
国
の
資
産
の
廉

価
売
却
問
題
は
、
首
相
が
い
か

に
言
い
つ
く
ろ
お
う
と
も
、

「
特
権
」
を
利
用
し
て
、
群
が

る
利
権
に
応
え
て
き
た
構
造
が

白
日
の
も
と
に
な
っ
た
も
の

で
、
こ
の
腐
敗
し
た
姿
は
、
こ

れ
自
体
が
内
閣
退
陣
に
値
す
る

と
を
意
図
的
に
隠
し
、
情
報
操

作
や
省
庁
へ
の
指
示
を
行
っ
た

と
い
う
、
国
民
を
愚
弄
す
る
姿

勢
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
、
大
臣
任
命

の
首
相
の
責
任
は
重
大
で
す
。

事
実
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
政

権
が
も
た
な
い
と
い
う
ま
さ
に

主
客
逆
転
の
発
想
で
、
そ
の
た

め
に
、
自
衛
隊
員
の
命
や
国
民

の
権
利
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

は
、
言
語
道
断
で
す
。

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
、
今
日

ま
で
の
「
19
の
日
」
を
は
じ
め

と
す
る
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い

粘
り
強
い
運
動
と
世
論
に
よ
っ

て
浮
上
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
が
確
信
で
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
国
民
主
権
、
立

憲
主
義
の
回
復
と
一
人
の
い
の

ち
も
軽
ん
じ
な
い
政
治
を
求

め
、
安
倍
政
権
退
陣
を
突
き
付

け
て
、
力
を
あ
つ
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
途

端
、
共
謀
罪
の
法
案
内
容
審
議

を
避
け
、
国
会
を
軽
視
し
た
金

田
法
務
大
臣
、
南
ス
ー
ダ
ン
の

日
報
隠
蔽
問
題
で
稲
田
防
衛
大

臣
の
責
任
問
題
が
浮
上
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
個

人
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
な
く
、

安
倍
政
治
の
中
心
課
題
に
お
い

て
、
担
当
大
臣
の
資
質
と
責
任

が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り

で
す
。

　

ま
さ
に
、
安
倍
政
権
が
「
戦

争
す
る
国
」
づ
く
り
な
ど
、
立

憲
主
義
違
反
が
問
わ
れ
る
政
治

を
強
行
す
る
下
で
、
国
会
や
国

民
に
事
実
や
検
討
し
て
い
る
こ

安
倍
内
閣
を

新採職員へ組合加入を呼びかける
府職労連の仲間　　　　　　　　

新入組合員学習会（ＪＭＩＴＵカシフジ支部）

「安倍はやめろ」「辞めろ首相を」とプラカードてアピール

二条城前
府内各地でメーデーが行われます。
最寄りのメーデーに参加しましょう。

５月１日（月）午前10時～

終
わ
ら
せ
よ
う

労
働
組
合
の
魅
力
と
役
割
を
広
く
知
ら
せ
よ
う

メーデーに参加しよう

　

３
月
か
ら
５
月
は
、
春
の
組
織
拡
大
月
間
。
先
行

し
て
２
月
か
ら
拡
大
月
間
に
取
り
組
ん
で
い
る
京
建

労
は
、
す
で
に
目
標
４
０
８
人
を
上
回
る
４
５
６
人

を
拡
大
。
３
ケ
タ
の
増
勢
を
確
実
に
し
て
年
間
目
標

達
成
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
新
規
採
用
者
が
職
場
に
配

属
さ
れ
る
４
月
は
、
拡
大
月
間
の
正
念
場
で
す
。
新

歓
行
事
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
多
く
の
新
た
な
組
合
員

を
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

新
歓
期
、
仲
間
増

や
し
に
全
力
を

力
を
あ
つ
め
て

政
治
の
転
換
を

もう、だまってられない

仲間増や
しの 拡大に全力春

第88回全京都統一メーデー
�

ところ

と  き

仲 間 増 や し てを
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「
賃
上
げ
の
風
を
吹
か
せ
よ

う
」
と
３
月
９
日
の
一
斉
タ
ー

ミ
ナ
ル
宣
伝
は
、
府
内
20
ヶ
所

で
１
５
０
人
が
参
加
、
３
月
16

日
の
大
宣
伝
行
動
は
11
ヶ
所
・

１
３
０
人
が
参
加
し
、「
大
幅

賃
上
げ
で
、
暮
ら
し
も
地
域
も

元
気
に
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
カ
シ
フ
ジ
支
部

・
興
亜
陶
業
分
会
、
通
信
労
組

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
本
部
）、

全
国
一
般
京
都
生
協
労
組
・
京

都
生
協
パ
ー
ト
労
組
、
医
労
連

第
一
日
赤
職
労
・
第
二
日
赤
労

組
・
民
医
労
、
京
都
放
送
労

組
、
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
な
ど

　

職
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
ね
ば
り
強
く
た
た

か
う
仲
間
、
国
や
自
治
体
の
責
任
で
処
遇
改
善
を
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
仲
間
、
街
頭
で
「
賃
上
げ
で
地
域
も

元
気
に
」
と
訴
え
る
仲
間
。

　

17
春
闘
は
、「
労
働
組
合
の
総
力
を
あ
げ
て
、
賃

上
げ
・
労
働
条
件
改
善
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
、
ス
ト

ラ
イ
キ
や
ア
ピ
ー
ル
行
動
、
宣
伝
な
ど
に
１
万
人
以

上
の
組
合
員
が
参
加
し
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
力
に
、
団
結
を
固
め
、
力

を
合
わ
せ
て
、
要
求
実
現
を
迫
る
た
た
か
い
を
職
場

で
、
地
域
で
、
い
っ
そ
う
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
。
福
祉

保
育
労
は
市
役
所
前
で
、
医
労

連
は
府
庁
前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動

や
府
庁
包
囲
行
動
な
ど
を
展

開
。
地
域
で
は
昼
休
み
デ
モ
や

要
求
交
流
会
、
学
習
会
な
ど
を

実
施
し
、
３
月
16
日
の
統
一
行

動
日
を
中
心
に
約
３
０
０
０
人

が
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
職
場
集
会
や
社
前
宣
伝

な
ど
、
職
場
で
の
多
様
な
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
、
17
春
闘
で

の
取
り
組
み
に
１
万
人
以
上
の

組
合
員
が
行
動
参
加
し
、
た
た

か
い
を
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

要
求
実
現
へ
ね
ば
り

強
い
た
た
か
い
を

　

職
場
交
渉
が
継
続
中
の
組
合

　

東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

か
ら
６
年
と
な
る
３
月
11
日
を
中
心
に
、「
バ
イ

バ
イ
原
発
３
・
11
き
ょ
う
と
」（
京
都
市
内
）、

「
３
・
18
さ
よ
な
ら
原
発
京
都
北
部
集
会
」（
舞

鶴
市
）
な
ど
、
府
内
各
地
で
原
発
ゼ
ロ
を
求
め

る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

務
局
長
が
、
写
真
も
使
っ
て
福
島
の
現
状
と

た
た
か
い
を
報
告
。
前
日
の
前
橋
地
裁
の
判

決
に
つ
い
て
、「
賠
償
の
範
囲
や
金
額
は
残

念
だ
が
、
国
の
責
任
を
認
め
た
画
期
的
な
内

容
」「
こ
れ
か
ら
は
法
廷
の
外
で
の
運
動
が

カ
ギ
」
と
訴
え
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

北
部
地
域
で
原
発
反
対
運
動
に
取
り
組
む

市
民
ら
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
原
発
と

隣
接
す
る
不
安
や
、
避
難
計
画
の
問
題
点
、

各
地
の
運
動
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

し
、
再
稼
働
を
許
さ
な
い
決
意
を
固
め
あ
い

ま
し
た
。
集
会
後
、
参
加
者
は
舞
鶴
市
内
を

パ
レ
ー
ド
し
て
、原
発
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
全
国
の
原
発
裁
判
で
活
躍
し

て
い
る
鹿
島
恵
一
弁
護
士
が
「
裁
判
で
、
原

発
を
止
め
た
い
。
ぜ
ひ
声
を
上
げ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

原
発
賠
償
京
都
訴
訟
原
告
団
共
同
代
表

で
、
福
島
県
相
馬
市
か
ら
京
都
に
避
難
し
て

い
る
福
島
厚
子
さ
ん
は
、
娘
さ
ん
と
と
も
に

避
難
者
の
現
状
や
思
い
を
述
べ
、「
原
発
裁

判
勝
利
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島

県
飯
館
村
で
酪
農
を
営
ん
で
い
た
長
谷
川
健

一
さ
ん
も
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
現
状
に
触
れ
、「
政
府
の
ウ
ソ
に
だ
ま

さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
京
都
北
部
地
域
で
、
原
発
再

稼
働
反
対
の
運
動
を
大
き
く
広
め
よ
う
と

「
さ
よ
な
ら
原
発
京
都
北
部
集
会
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
５
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
生
業
を
返
せ
、
地
域
を
返

せ
！
」
と
福
島
原
発
訴
訟
団
の
服
部
浩
幸
事

　

３
月
11
日
に
円
山
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た

「
バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と
集
会
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

２
５
０
０
人
を
超
え
る
市
民
が
参
加
。
集
会

後
、
京
都
市
役
所
ま
で
繁
華
街
を
パ
レ
ー
ド

し
て
、「
原
発
再
稼
働
反
対
」「
命
が
大
事
」

の
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

や
こ
れ
か
ら
要
求
提
出
す

る
組
合
も
多
く
、
春
闘
後

半
戦
の
た
た
か
い
真
っ
只

中
で
す
。
賃
上
げ
、
労
働

条
件
改
善
、
非
正
規
労
働

者
の
待
遇
改
善
、
人
員
確

保
な
ど
、
切
実
な
要
求
の

実
現
め
ざ
し
、
一
歩
で
も

二
歩
で
前
進
を
勝
ち
取
る

た
め
に
、
多
く
の
組
合
員

行
動
参
加
で
繰
り
広
げ
て

き
た
こ
の
間
の
取
り
組
み

を
力
に
、
い
っ
そ
う
団
結

を
固
め
、
ね
ば
り
強
い
た

た
か
い
を
す
す
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▶�

３
月
９
日
、
カ
シ
フ
ジ
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
京
滋
地
本
17

春
闘
勝
利
決
起
集
会
は
１
９
０
人
が
参
加
、
多
く
の
支
援
の
労

組
も
か
け
つ
け
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▶�

３
月
16
日
、
京
都
市
役
所
前
で
行

わ
れ
た
福
祉
保
育
労
京
都
地
本
の

ア
ピ
ー
ル
行
動
。「
福
祉
労
働
者
の

待
遇
改
善
を
」
と
ア
ピ
ー
ル　
　

▶�

３
月
９
日
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

カ
シ
フ
ジ
支
部
の
ス
ト
ラ

イ
キ
行
動　
　
　
　
　
　

▶�

３
月
23
日
、
京
都
西
郵

便
局
前
で
の
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
京
都
西
支
部
の
ス

ト
ラ
イ
キ
支
援
集
会　

◀�３月16日、京
都生協本部前
での全国一般
京都生協労組
・生協パート
労組ストライ
キ集会

▲�３月16日、京都医労連府庁包囲行動。
要求をかかげてデモでアピール

３
月
16
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
三
条

ビ
ル
前
で
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

通
信
本
部（
通
信
労
組
）京

都
支
部
ス
ト
ラ
イ
キ
行
動

◀

再
稼
働
許
す
な
！
の
決
意
固
め
合
う

「
原
発
な
く
せ
」「
命
が
大
事
」と
ア
ピ
ー
ル

ス
ト
ラ
イ
キ
・
統
一

行
動
・
宣
伝
な
　

　
ど
に

１
万
人
以
上
の
組
合
員
が
参
加

力
を
合
わ
せ
て�

へ

「原発なくせ」の
� さらに大きく

昨
年
を
大
き
く
上
回
る

組
合
員
が
行
動
参
加

17春闘

要
求
実
現

さ
よ
な
ら
原
発
京
都
北
部
集
会

バ
イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と
集
会

東日本大震災
・原 発 事 故６年

声

〈主催〉京都弁護士会
〈共催〉日本弁護士連合会

共
謀
罪
は
い
ら
な
い
！
～
自
由
に
考
え
、集
ま
り
、話
が
し
た
い
～

共謀罪の制定を

阻止する
市民集会 in京都

と 

　 

き

と 

こ 

ろ

４
月
16
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時�

（
開
場
：
12
時
30
分
）

円
山
公
園
音
楽
堂
（
円
山
公
園
内
）

共謀罪は
いらな

い


